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編 集 後 記

　★　酷暑が続いています．6月から始まった異常な高
温ですが，残暑は昨年の 10 月を越えて 11 月でも辛い
日々が続いているかもしれません．水分の補給が欠かせ
ない状況で，歩く際は当然として，車を運転していても
熱中症気味になります．
　★　自治医科大学では例年 7月に市民公開講座を開い
ていますが，今年のテーマ
は「気候変動と健康リスク
に備える」として循環器疾
患や感染症などを取り上げ
ましたが，参加者の関心は
相当なものでした．「講演
中も適宜水分補給をお願い
いたします」のアナウンス
が繰り返されていました．
　★　この暑さは温暖化で
はない，という悠長な意見
も残っているようですが，
気候変動に関する政府間パ
ネル（IPCC）第 6次評価報
告書では，温室効果として
二酸化炭素の排出が原因の 7割を占め，さらに森林破壊
などが加わったものとしています．森林の伐採や焼却は
今に始まったわけではありません．古代ギリシャ・ロー
マでは周囲がはげ山と化したとされ，中国では殷・周の
時代から明・清に至るまで繰り返された伐採によって砂
漠化が広がり，洪水が慢性化したと言われています．平
均気温の上昇スピードが急速になったのは 18 世紀後半

の産業革命以降で，産業革命前と比較して 1.5℃の増加
がリスク回避のカットラインと言われていました．危惧
されていたのは 2030 年でしたが，5年前の今年に早くも
1.5℃を超えそうな状況です．
　★　温暖化は生物全体に影響を与えています．この数
年は南極の氷の減少により，皇帝ペンギンのコロニーで
ヒナの全滅がしばしば報告されています．ホッキョクグ
マは絶滅の危機にあります．2021年にはベーリング海で
約 100 億匹のズワイガニが死滅したそうです．イギリス

や北海道ではサケの減少が
著しくなっています．2月
の日経新聞でも“放流され
た川に帰れなくなっている
といい，「このままでは来
世紀には日本のサケがいな
くなる」”と報道されました．
　★　海面の上昇による沿
岸の水没や作物資源の減
少，自然災害の増加など，
影響が甚大になりつつあり
ます．とくに作物不足によ
る食料危機は深刻な問題に
なりそうです．代替タンパ
ク質として以前から言われ

ているのが昆虫です．高タンパクなうえに，生産する際
に発生する温室効果ガスは牛肉の1/10程度しかなく，一
層の温暖化予防に重要です．さらに，ウシのゲップで問
題視されているメタンを出しません．乾燥粉末化で加工
食品や麺，パンにも利用が可能なのです．皆さん，ミー
ルワームを食べる覚悟はできていますか？
 （竹 下 克 志）
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